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　今回制作した「landschaft #7」では冒頭に述べた風景 / 景観へ
のアプローチだけでなく、普段私が作品で扱うことの多い境界や
痕跡といった要素を盛り込んでいる。それぞれの「場所」が持つ
地理的な特徴だけでなく、かつてからの、人の営みによる集合的
な記憶を炙り出すこと。それらは一時的ではあるが、決して消え
去ることはない。同時に、時代は変われど今も変らずそこに在る
もの。写真機はこれらを克明に記録する。今後も、こうした場所や
メディアが持つ特性と併せて風景 / 景観と対峙し、表現の可能
性を模索していきたい。
　最後に、本作品を制作する上で協力頂いた皆様に簡単ではあ
りますが、ここにお礼申し上げます。
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